
ァ ~ ):; rll委丈の lIJ色。本

立命僻'久事F里ェ学者?

成木嘉久

方.長年、 久学で・放れ科~~A久育 L之務，て来ておす・るのは j立与ます
まヲ精肉関達矢のよう江*LくJ東急は敬撃的対象ヘヲ年きてネド/般的 l之失わ

れて伺えイ或旬 }J"-移、ま 7 てりゐごヒであゐ。 これは主 K孝之の及んがヒv 戸、

ら尽すゐの 1・あゐ折、そのふさのÆ 困は F孔た φ 点土次勺あリガの十 l~ あみ
ようにRL.われゐ。泉保、もう何年もか、ト久れすでもイ也付野勺息長、

対丸J者勺怒号 L之対する三千イ岳七、.る史的は方向 lミ交わ守マ来マ¥.，ゐのドH凡で

だ ν られゐょう lミ江守マ、 J ゐ~ ~ミリいも単純比 l tミ浮土念礼か主(れな¥I 

1l''".. "，...栓 A~ ナよピヒ言われ 1 ...Jゐょうい対応のえ l¥.1- 面的はイ白ほ説者v

t動l..~~ t ナエゐ守で・、主主念的制約をも排除 i てかれすら自己ヲキIj~ のみを

企Aぐすゐ私句ヲ私織が限ゑ~ fJ.γ} n乙久.{~乏百箱 L "(... Jゐ4であゐ弘、.‘去f

ワてそれら邑久和総rl!の千...}~まづ，， 1 ~ては官房内胤秩ヲ成局を t t-=-らすの

ではな u 拘¥ヒ勾〈勺人 hv丸休 lていゐ。 ごのようは日号ィセ勺安回安しの守て¥

有 q 孝久学ノ者炉、数学~，.~ 'J価低主じのよう K 守?て行げるかヒ言うヒ~

長l之さフ て-lt-:.'. .¥;'之と心 ¥.10 数学A:'"来のイ岳イ五、それは我々 ゥ?も執・っ十に

あゐ。こゥ長識は lt、l、ゑねから存Aj..l "( ...1 t~ 択ではな川 o JX ~、森

孝治力Y色々ヲ対象ヒ関マ作総駿。すで助成され、 Jスあ lぇ強く iJ.リ活必 l三

ま千あまヲれも勺であゐ，え廷の.fY~式的なjE.. L ざ~:l: ~色諸国式 l之絞 7 "(弘

明する t.::けで特られゐて・‘あみうい・¥ その l内海的正当イます tJわ jjfl論ヲイ面

佐は耗敏をえし τ庁、す以升の方法て・・は将られはしりすなわち J面ほっ五支持

L土色-吉良守，栓球的'文イG~リヲマ針うほ jれはトよいのである e このよっぺ J副主

nHυ 
F
h
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のま五日月ちAキわ f:i\r 1 'Ì:奪み、は送~tふものであろう， kt-ィキ糸内、、行合え‘的(::Aえ閉

ざれ'(¥， 1れは・よ，，)乙 Zうものでは江 νI 0 ¥， 1 Jフクゐ 7・・ 1 レ J ヤ・寺公・ム~-:. 11ごう

二の点Jで・少 L及渇炉必要ほの 1-はが、 Iがヒ忠?o 

て・・はA也ナよらぬ自仰が考I-L之対 L'(、 γ:. ~ τ のイ面 ~iá 勺 Y員会手 h\\'1~ 与 fえ

ずヒきう k~全く自信は江川 e 努淘はしてりゐ ÌJ\" 、その努方向ヤ、主与る h

めにイ司か主身 l之イオ ¥1ょうヒ l'1 ¥"る孝生の関¥¥:主少¥(-t 荻学の方ヘ~，

5付..t~-* t~ -t'は企〈利ら紅りのである .t:.台、少[中 ltえばりのであゐ

休、自ウ?の例区少し今 i主歩炉あヲ t~ .， ιf-:.-~1 は八 γ キリ Z える。准か l之

椅向関数，，1 以前よれナヲ~t.見 l け対象 l之江， τ 、 J る o 1é.主のき)1] 1 之ざ

かのぼ，て、ご φ遺文学の対象いづけ 11孝久江孔人の膨久が薬殺を刻々ゐ

のは、呼.同勺ぷ必のほ ¥'Jfl~亡 lð ~合ヒ" if..司能f工作家であゐ炉、 Lかしそれ

でも北九与九られ'(...Jゐ岳会から、疑会を及鎖すみこといよ"{.i乏l:.ごヲ

対8にか・生よれれ tさの放経，tぇ史..¥， 1 をるセせる勺は荻る耗及守能ナミごと t:-夕、

らて・ある， すナよわち乳代的え久、イLk"¥-!もL"( Lま守マ u み対急今み噴は、

もl:叙句の4-勢折、t.11J' L， A面目 ;J毛勺であるはらぱ.手ヲピ自乙 q/t...糸

の多をあらわ l1く点ゐ子あうう k期待すゐヲであゐ。

8--史的いは.~ 'iヲ主忍は枚:柔去の札見イじ(介、ウス、 アーかシド) l:: 

よヲて岡敬戸、伎)1 ;;欠えから 2次元Jへの写ゑヒ Lτ 併方えきれ、アーベ‘ルか

ニ主周期関荻=椅円関歓を先見 lt-:. t.きペtきから#合まる q 個々の橋月

明敏から侮れて、周針ヲ在外(~ *目似顔)す fよわら精肉曲線ヲ問笠類ド・

依存 L'(、 Jゐもうーつの }¥Oラメ-'1ー:毛グュラスをねめ 77E.紘 lt~ の

は炉ウス 1・あ， t~ ヒイええられ T 、1 ゐo ~有円関数の /t，永ヲ'支数とごの毛グ

ι ラス (基本同期の tb) を月又リ込人で・、向J老を愛者文 kすゐテ d タ関投久z
善入 lh のはヤコーヒ・ーであっ t~ " ごの 1-デはさ今方程六~}角 t~ l '"(、j

T、別の方面勺久与口氏坊をも↑えら Lh、いわザゐ j-9 ~寄イJ1(テ - J 

実数kも寸は・・れん)は毛グユラスの闘をえであフマ又;'¥.1 tかけな、 j男IJ勺也
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~6J Æ主人であ 7 tて c 季~~孔ゑ勺僻l1ij て・・愛妻は牧亭IJ t来t-:.l t:. 1 -リエA，朗
のF史論ちょ亀 l1.、テータの内告f>~之教諭的情報前衿糾されマリゐのか・判ヲ

1之ので‘あゐ。

しかしその牧ワイヤストラスの努カなど lミよリ枚~愛敬関数箱布'\'差

イ脅され、気 F広来季員、老f/，j' 少数分静ナよ γ の F里識のす 7・椅門関数議州立~ィサ

げられて行え遁廷でヤヨ戸ヒ・‘の沼絡はグ l背景勺方へ押 lやられて(五

守 k 冬休あゐ~ j亘キ勺議長;ではそこまで行かはくはョて lまヲ hピ言，

fスカ拘Y よ、1のかも知れな νI c 三れは明らかい技会，fよ: ~ 1"あゐ。

コ勺説法(弘敏) • "Z"lJ. 1f 場 lミ勾くヲ乏.~t を e んで、 J て/今 t-:..， l~ 々の d金五5

!iええ切れて、 lは "1ヲ-9関数t-::づり 7、弘、る:t・-ヰマ往くさ表的ば観る

やら、 l.如、 l.，丸代人 tL 1 J孔なヲ J1論ヘ勺及省すよ汐を交え rJtyら少〈と

も初等数諸ヒ関わるる?必(ラク・・?シジューヤコーじ‘。えF皇、 h"ウス柔ロ'

平方剥ふの相 !LJ~IJ 1.よじ) 1ミ五るまでをてシ 7;( -ド勺 A入 fよヒ・を乙ヒ l~ L 

fよか・l?g 乙本~-Z j怠ヘーて見 t-:.'" k ~，う。

~諭の構成は次のようれはフてしJ ゐ:

L ，t 1t'.'l矛少て関弘、ヤョ-t"笠33限宗主

2. テータゥ生段位 kハイゼ‘・矛代 i¥i1 t千
3. P (吋勺キ周期低ヒ針 L¥1 l' -'1、ヤョ-f:，'‘の紋)JJ¥Iほ~~、

1f. i lV)のキ同期低均五ヒテ-1 jぎ低

6， テd タ安値ゥぎtf良成ゑ示、去にす命ヘヲゑ加のん用

6. テー 1~毛;..":1ラー交接 I}主工

9. テー '1IJ毛シ・ 2 ラー交換J比五

色 かワス季ロヲ決丈

r. 手方キIJ4'ヲ相互同
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h
u



ごめよ:告を措 1) 7.、 :めようは議3慢の縫必を与えマ下き勺 t~ ./t良す手大

学的第一 1EJ1司シンた〉ウム今組織‘争責の方々にJ束、』得 j射のぬ 2あらわ l

h、1c ミの久枝は講演;tttは大変 lて受"I も句であヲ↑三知、 自らの問ヲ k

叡孝を N¥えリみゐ良川機会?もあヲ作。 1t-z I司久学 Z'.学人ておられ‘講

墳の/ートを整え、子れをも~ ~，書き直きれれ尿病室?ら 1 ，}青蓄するば

との労を取ラ 7下ざヲ t-z橋本庁/者?手全ん、よじ，I J 久美ふうん l~ l¥j からの£、

九を述々 、「亡、 l♂
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1. 交的シ 7伊マ関数、ヤコ'ヒ、型 t1良殺

F見イ与のネ脅門岡教諭て“は、 1-:.'.¥-) t~ ¥-1 ゑf良来不安 φ理論争 J仇予ヒ L1、ヲイ

ヤストラえの;.， 7・・て問教がら始 1)_ そごから(ザイヤストヲスの)ゼ"-

7を経て付 F 問教へ ιj色むのがtえのコースめようれ見えるー (例えは・

7ル、'1"Ijヅヅ'ヴーラ;/，) ごのシ 7"~ ~:l J見みゥー般的 ~Jしからさえ I，i"~月

ら1J"lてテ -19の d 穆はの t-:.'.がそれドテ-'}受検I1主を椅ヲ 1 ，，)ゐごピ ~l 、

その対数微俳句微タ 1ある t ::ろの々ー岡敬 OJ ;;...生周期性から善かれるP

2れは Lか LI少q転1I'1l h議論ヲ岐ノ与のように史え抵、 I h-ろうか a 実襟

ごめよう K誌を込めるヒ、基本同期ダヲ平行初動 lミイキうゼー?の λ・し芝

ゑす 11.1 12 ばヒ‘の終越的ナJ 量左大下・)六 V~J望論 l之持ち込むごピ lてなる e

その h.めヤコ戸ヒ、のち喫的手ータヒ関係きせようヒする k、キ l之この超

勉、 ~g 江失家経物 n\'、イサ与まヒヲて;及、，#\、、ぬ字以上 l之白砂~ t"Zナよフて(まう c そ

れ?しま村名文シフマよ，) tヤョーヒいのテ♂デぱのがヒ問えは、その沿えはこ

今テータ如、ニ交をえの高司教~ Lて (殺未イじきれい然方穏久、勾併である

ビ言うえいある。実棟、;!~告が'Á 明 l 1 行く過程を 51 是ポくえヲて ~r く

ヒr このち程式、台、主主任役割を tt-:. Lて、 I て、 y宣言命&1本を松め T豊かな

も内 Lミ l1. ¥1 るごピカ¥・半dるのであゐ a

ピは言ヮ τも予 7ての長声Tをるた l1 "，ゐ訳ではな，，)" ~る子えを(ー

イ立の)寒ふとする笠間数ビ l"(最も白均 tJ行?を lてu ゐ9 で、基本局期

の取 1)換えい対 L1 lコ企〈不安心ものどり， τ、J る?

ごご 7"L1 叡えてワイヤ λ トラス笠の舟~r艮積ゑふ E少し J支えて、ヤコー

ヒいテークヒもっ k重接的ば関係いあゐシ 7・マ関数 iあら ht~ -4入 lて見

t:. "，ヒ!とうの すはわらごの少 lの女史力、ヤョーヒぃ笠きも f良教え長ふヒ， そご

から尋かれゐテータ受検牲をも hらすご t &.ふ l長、}の 7・ある。ごの目

的のため基本周期のーつは特別殺」きれゐ e
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守口めら iゐ、よか‘よ平子白いある E除、基本周期である ~L 7議論を始め

ゐe その L 1.-新l川シ 7・マ関数を

V- 1F乞

z 寸 寸I F lY¥!.tれ十(rn "c.十rt)(ヱfl'i."[..十2れー1)
5(廿)二 e-vl|(l-mzv+れ )e

M，札

ヒ童、J (定義えする。ごごて夕、ツシ Z はご今 33F民枝ド (0，0) ~ß全く企畳

表矢対(m) n) t~}歩ゐもの?‘あゐごピをふ L 1りゐ c ます、 ごの老眼緩 t

ワイヤストラスシク"マビ向挨絶対収末 L"(、 Jゐ:川二 31.ゑする。すがわ

ち結果は殺を作ゐ kうの I
11負fI) 1I 1~， A 1:よらずーえであゐ。実夜、ょ孟キの F

k上の gのえ義;久、を比較すると色の/角ゆえ、め第二ア員六けか:-Jlうのてある

炉、 そのゑは成大すゐ IM¥}I川 い 対 L1 0 ((附+幻ーゎ〉程度今

量尽ので、

Lo子(1-m乙υ
の){問のばかで、女 f良教の収未を封1¥-j る最初のニ z良を也事ィLする効果は企

く 1司L‘であゐ。 lか Lごごて..(Jの方の長戸町内、、ハッキリヒ見えでくる。す

はわち常~ f良手昔、ゥ絶対収来性をえ;弘、 L て、まずm を国えし、 ot挟んてい対

称 L二 n を動力¥l "(、告Fうよ弘阪本長 i作，)、得られ fぇ，結来を今 A~d: YYLをやは

り対柔不 t::動い l1 f!ト ~t 沿わせ z dを計草する:とにする。ごの f京m.::. 0 

~-:対すゐ告F /11'教は官頭の乙'21J31Fを合的て作るものヒする ε 好守殺のリ入

トはなめ JLI)

η1二 o t三対 L1 

mキo 之対 l7 

hM削T-v) /)71(此 花unc:)v -{ω日 fmτ)+ tanπ1mて)}lJ'り

5i'n冗 (m''C)
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これら η 結果 i導くのに杖われたのは本噴的 l亡、;欠今よくかられれニつ

め公式、のみ?あゐ

∞甘い
支』

zh
一

汗
比
一n一元

=JJCz I (l-f)(|イ)

た Co七 た 玄 = ノι1m )-‘ 二一一一
山∞トN とTハ

包め/角の式、の為ニ >Rの丸，{f~:.は、後/右の等式、からヰかれゐ等式、

，~ïm 全 j ニ !ïYt\ L f _ 1 ，. } 

1¥1-7凶作‘j" (玄+れ)(2~-\ t1t¥) N→伊れこ-N 玄一玄十れ 三十れ J

=冗 jωπ(1ーを)一 Cotπxj

二一冗(川口十 Cot π~ ) 

折、問、うれれ e

ラて、 ごミで更~:. J:め結果の爪いっ、 Jての対称号)r良殺さイ下ると、，ft号

め Jti乏うニつの爪しミつ川て勺指数因子は互ド付加持し沿って、ヤコーと‘

笠~!，r民認ゑホ

~ 、 )IY¥尺1介・ 1ヰ 5ih.TC(rn1:.-け) S IY¥凡 (rrlc+1J)
( ! )σ(iJ-) =-~ハー

j ん 仰 Sj-n.2
凡(爪L)

->it'¥花サ 寸ヰ.(I -~ rY¥w) ( I -trflw~ 
九ムJi (l-V)2 

F
h
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力、、得られゐ。イ旦し、 会=emzjω-=e 17titi- ~直\， I t:. c ごのゑホ 7"、長

五月ド 3主党ご l1あ、くこどは次であみ:

1 m. (-c) ) 0叫 の てたよ i吟ω忠引1<く什~伏えヲ て 忍|同附削もp判m叶|ドく∞ 従化7 て訊わfo.:J~t(限良

甘か(卜f)J京(ハ|一3仰.WU;) はとれLは絶附7対オ収川来 まk川ω=εピ♂:27l.κi~v~キO な

の i" IIT (1 - g. ~W-I) も，絶対 ~R 京 l 1 ¥， J るごどてあゐ c

結局(1)の右足?は困与の然、ィネのみ耐空宇でそれらを知けイトせる '11員浮 II~ト

く ÞQ，~色ドならばIr I のて‘あゐ。

ヤコーヒいの 1Y，(ザ)の書')rR不安j在庁、を矢口ヲてあ、られる方 L~ ~ l (1)か、、

戸7s，(γ)

U( 1乃=τアー
t九l0) 

2庁、 Lてけゐ:ピ h、、すぐ、 lミキ1¥ t)、 ごの t骨ラシデ‘マ関委えの自 25牲をよぇ Jf.

僻 L'( r負けることと丸、う s

?で、 ご: ('、問要H勺子行衿動 lミ対すゐ庁の受 dじさ 0)から 44、J ('見よれ

ますよ V~ 色回目てr あゐ:

(ヱ) <Y(1J十 1)ご - 6(V) 

音頭の It¥ふ(::'げの問題↑γ からであゐ。次~~ v-~ lJ +乞了、Eき柊え 7えよ

うc ごめヒう ωしまらωlて支イじし(りの/01互の因子のやで衿動か匙ごゐ折、

克/1't て ~l 10'わ月Ir'1fT b"少lれけあゐ c すばわち J委九 2問題 lこすみ限リ T

ld 5iれたけから生する S¥'れ冗(11 +τ) は l一字 ω-i k i k l-5ω-1 

から主すれる I-ωー| は SI札冗 vヒ対 rv..'する和、史..tI~ -致ぜす¥乗法 la予

のス L向、‘主すいゐ。 ご今た L を勘定すゐ t~丈換久、
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ー(ぇi!+-1正itJ-J ___、
(3) (J(1J-十r.)=ーε σ(v)

かf与られゐ c (1) I (3) V:よ 1)O ( 1J-) l1 -~史的久長、 1:. U.えヲ てカロ/群 Zて+1-1二月目

1ゐテ- '1閑叡 z..あゐ p ごごて・‘ t 般的なテー?の規定~ l主ヘ.'1ゐ、く;ょ

す右 f良 J又ネ史柔代 7 ト lレ空間~ I~色背久的苦F みf 170 s1 '('、それ lてよゐ企空間の向Z手

向¥‘コ〉ハe ワト trよるようほ毛めか、、子め与え 6れて ν1 ゐkすゐ， ごめか対

lて関すゐテータ関数 t ~j 、 :のへ..7 ト lし立問工今整問叡であフて、ごの

か芹?のる ι の子行初動 l~ 関 l 1、 ;文関数の指数関数 b¥'‘ b身lて控卜かる t-=-"

\，)η 変化を示すようばもの~ t~ lて言うのである。 ごれ 2定義、 kすゐ k、

ニ次関数(二次均 z買え‘) の持妻女関教はすヘ"1テー 7である:ど 1~ tJゾ、

ごめようはものは白州はすー 9t 1 は嶋れゐ伊それで‘~;):白同では \1 f -J 

材、存危するかと zう kそれは一品交;夫元では高生育文力ロZ手ド対 L "(極め(.，虫 ¥.1

ィ長ィキ k時るず lか L冷のようほ-}欠孔の 3先々 はづどくて民糸ィキ iミ白 13R7.: tJ ¥ J 

-1 -7かね在すゐのてあゐ c ぞl7.、 されか‘ J埼門岡敬 k川う特異材対象

ド主まれる叔本&-因 fょのであゐ。

実情(、メ?の均/6'、交差久 l工関ヲる依勿¥の受-'17ネも八ッ有リ lて、 J 7テ♂デ

岡敬の対数微仰の似付\";1ょの定義~ Iこよ 7 l'荷主音見方as干の平行手争動作用 7不

安心布週間数 tはゐ() t l 1、 テ- 9戸、自日月てばけれは・、:れは定数て

はな川 c すなわち仔から精円関数台、特られるご~ [: tよる e それは年 lて通

学ηへ<- t定数勺ゑ lかえわ fよ¥¥ 0 σヒの i豆、 lか、明わかい自明なテ，タ

布 lh¥り、 l炉らであゐ。

らえ， "( ~ ~代リド

~グ~σ
 ~

汀
U

一一
、1
1
J
I
J

ん

σ一~σ
zr 

~ J宣言備の基zLt章、 J 1 t企〈問題は心、 l の Tある。(うヮか') 71 て十 7L~
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Jíl私自\タ周期カロ済 k 甲子ん t~" þ~' 、々れは 1失から ì"';;，為するごの F ほど に対 l

tの周期 0) tJ l'力tije千k言うえ味であゐ今て、戸忍われ fτ 方も勾 "1 IJ....も矢口

れは，， 1~ ご:て.'.h'tt 仏、 l てわく。)サー子 l面￠今 {r イíJ'集右 k 見たかβ干 ~L

十 7Lt'l)除手点/案、冷 t~ ~1.れゐ ô の定点J 泉々は、そ今定長;í::よリ、 ミヲ

キ各手点'Jtlb'そのもので、寒£勾金投/受はすべて 1 てあみ 0) こど声、 6

T L'l i極集々か1;t、 ご勺絡ふん集/台であリ、松今 f立教はす""1 2 '[・あヲ

て必てのローラ手及胡の }(..JJ1自のイ系数 すへu て 1("あゐようなイ高tJ周期闘

を久であゐのような同教はえ数1-&隊 Li t-fi的 rゐゐのよう 4

もの~ (与えのれれ周期点ロ対c:対 l ()々ー笠!の局円均司教 r-1ふ:ど(二

lょう。但し、 ごごて言う定数!~d:lJ- t~ 関 l '(え欲とりうえI?;fZ"あ 7 て

ての問教ではあ 1)~，与ゐごヒを 3主え l 1布くム安初、あゐ(> 1.. tて二のあ~__ J.争

納の微妙うが"存在すゐか今でゐゐ。

no 
po 



E， テータの交換 J!主ヒ J¥イセ併ふ 1¥" Iし 7芳子

前酢で、 lf代、fミテータの一般的夫見史いよれば、 テ- '9の安委えを定数t:.・Lナ

丈ラ Lt: tのは 1t~ テ - j "z-Jうる。 まf之、 テータヒテーダヒの教もテ F

7τ、Jうゐ守 ヒく l之島日月対テータ Eテータドイ主トけて女ィ七うせるごヒ 10"、?予

ゐも っ k も、 ごの変形~-.t /1入噴的なも勺 Z~ ~:t心、 I "対んするへo - tてが

法定数め変化を及しま-すいすきいほしlからである。) もちろん銭、々は上の二

巧の株イ下を組/合せ?用、 1ゐごヒ折、で当ゐ。 その棟、交換公式、か t'めよう

に支わゐい L立、興味あゐ閉廷であゐ。ミ今許では iす・5 の交換〆卜主 t反省

lなか、ら、 このごと ~A えて見ょう B 前長?では周期lJÞs千:Az:+1:の ih¥‘

元l ~二対 L 1のみ交換以えか、与えられてりたのであゐ折、ー般ん mr..十 n

して対 lt事手下すのも窓あて・あゐ;

伸、 ム ・・rr.im.:.[ -2 疋1. m]J- ~_ 

fj(ぴ十 mτ+れ)= (ー1)…打 ε σ(11) 

『て‘、約号困ふ(ー!?+nLt周期力口元干の拾稼であゐ h¥"、 ごめ *Al川村力、フ物を

よめ抹イ下て耳叉リ j玲えご tk¥'、1与u、J 占¥kうか渇え 7みゐ o ;f L"d. lか l簡

単て、手町 l川テー 7(J t ;，丈夫""r定義すれば・ょ、 It之けである

a(lt):=CιーにiV- (1(1/-子ーま)

で乙は o7.-な νJ 定数 7あゐ七、、/デは v今み五変数 k見て¥，)ゐのでて

の関数て-はあ，)得ゐ e 実隊、計 L、j 交換公式;~ :t 

'花im2L-2 7t ìm 1t~、
σ(v-+ m L十れ)= e σ(v) 
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t なゐごヒ h\いすく・‘ lて F重がめられゐ e 名 i旦今指数因手~ t7. j互い 衿 ( て B.it，Jう

れ LJ:、.新 l ¥， 1 え込は lm、 れいよヲ て決まゐ) (] l之対するイ下 j有ど見ゐ:

t和‘で手、 ごめ公式‘は S折、ごの作局?不安でみゐごと三庁、 l(' ~，ゐ k 解

釈で‘ろん問教 l7..対する) ごのよう t，J. 作用ヲぱすノ君子~ -鮫 Jじきれ h形

下定義~ l 1見ょう:安定数仏、 bt之対して

( T Qチ)(ぴ):=e itiCl
L

"[. 十ユ1f.i.f-11tf(サ十 dて)

( -sbf)(サ)ニ f(v-十 b)

ヒ互いてイ下問素寸α 、Sb ~え-kすゐ。 こうすればよの等式、は

TバY13=S ( m，八モ Z)

ヒゑぎれゐ o L向¥l、ご ft.~l 8折、ふ:11 Tiのみ Lて対 l7不変 Tあゐごとヒ

l司値てあゐ e ぷ1，寸1は互い苛換手あう{.s'bJ b~ fR、{ 1 a J tlftRは夫 "zno 5去鮮 R

k同盟:な作用素鮮(:.からてあゐ。 l.t¥L 、ぷbt Tu tl -叡 L之は可換でなく、

S b To¥ Z-T τα 二 e
2江1αb

なゐ交禄関係か ~ 1) 主 1¥0)ゐ。イ旦し、ノも込はス hラー作用素 k見ゐ。

結局、 :れら今作用素か主威すゐβf1:1:絶対イ遁¥ ~ At i4えのスカラー作用

芳、の万平を十、U ヒト ごの十 t¥i'V~ よゐ車Ij tfRs子炉、lR(f) lRヒ向型 lてなゐような

作用煮の淳子 1・あゐ。 二のイ下用来月半を (マシ 7;tード lえならヲ τ)言L号チ

てゑ L、 ハイセ・シ代 1し7sfヒ寸心 3

正支喜久 1ド対 L T ふ、 T~ で主点、うれゐ 'J 0) 者f/;:i'対左手メ k書く 3 されら

nu 

司

t



l1可換対て.、あゐ n ごりま乙す Lてよれば恥、 a~i lh不安 tj.差問叡 tあ令ヒ言ク

ごピ拘γてラみ。 まれ SをえAすゐ kうい尿管 l(る、、)rぇ定数五

Z
-m

一4tρν 一-f
u
 

t: ;;失めれは、 6k gめ関係は

3ニ丁一主 'S'-去5

~ 1，- 1 L立

5=ぷま'TtS

ヒゑすごと齢、で令ゐ。

ごごでて ft の J ケ~~見ゐ力\lミづ \1 て、~. ~今立場~ aR;;i査~~ l 7. 'i三

うg 収う関叡の委教をあくま τv-t:.限定すゐならば、 L(.1:羊ナよゐハ。?〆

-7 -てあトハイセユヘ 1し 7tf 1Jもこの Z い依存(て、 j ゐものと見fよ

けれはりらは、 Ic か lも L作用を安ける問敬司変数 q うち VzV-lまかリ

てはくても令まれて¥)ゐ k巧えるぺらは、 手~1.絶対切なイ下用ゑ舛 k ナよ J)

τ の剥弐的性キをも;~ 3.広;すゐ Jえ綬、 弘、マは主 iミ枚 J者勺主場 i 取ゐご ~tて

JJゐe Jf舗の芋 rrlゐ織方程久、折、ろを均すゐからでわゐ。

でて、 :れよて・ o?~て、札丸! Oかられミ初 lt 'Z ~ コれは主 l-z受検 I卜主の

観点ノい h、 ごのように tr之のであ p て、具体的 rJ問教 O/O\~ ご勾銑点ノ帯、ら

見て最も自 ftT4もめて、あゐか kうかは在く }'j問遜ていあみ e ご勺許 Zのタ主

ゐ課題は私一不安な最も基ノト仰す」ものはイ司炉ヒきウ問いえ与えゐごどてあ

ゐo そ:で、 f(V) = t (τ 、け)しま弘一不支は(刑 λ([: 亡、ぴ).t今) 正員'1関

円

i



数マあゐヒ J反足すゐ。(制;三!L:llm(て)/'oJ) fはと <lてふ一不女作か

らiは3の周期てあゐ、すなわち 7ーリエノ長朗可能であゐ 0 /1'の場企、

ごの/夢、聞は ω(:::.ε 2IT.tV-)1てつリて今ローラ P紙数点矧 7・あゐ:

f(サ):::三二九 ωnニ za・ne2孔

in/J 

n長Z iH~ 

『ごで係数0Inは肘1.0)正則岡敬であゐ c ご:て

lAnニ Ane 1t ~n て すはわち An :: ~ nβ'江i門

ヒELlて新 l川イ系敬子、1 An， (¥ E: 71. ~尋入すゐ k

f(1)) =ら At'¥仇川

ヒr.j， ゐo イ立 L 、 nι Z~て対! て

L(n (ぴ)(=悦(之，V))=-ιιih~ l:. + 2 7L i 1'1 V-

ニ Ty¥ 1 (1 : 'r!等的 L~ 1 Z"あゐ問教〉

ヒ童、 J f;:最後の~木、ドら

T¥仇=ザn+ ¥ 

チは丁不支てもあゐかウ
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九三 .AVl-I 

すなわら AY¥は円 lて瓜らな ¥..1 ての関数であゐ c ごれを A(-cJ tすれは“、結局

チ(L)ぴ)= A(て)ら坑(て1ω

七ゑわぎれゐ/) ~/t，て最も基本仰はヲ不安はテータは

'ts(v-) ，:;: JtL，V) 

:二玄仇(て，ぴ〉
n~ 'ã. 

二L.e ilirt'l:十2TLiY¥V.

n~宮

であ与ヒノちえゐのは臼坊、であうう c 実野氏ごのろえの止当性は，てのテータ

台、殺柔のぞ事力程式、

4江‘1f-主tz ~て d V-:l

を;角 t::. ~ 1、J ゐごヒいよヲて支持きれゐー すく引い半jゐょうい Jかさの方

程式勾射てあゐトめいはベ(て)は史教ではくてはばらナ'd-¥， 1 c' 最終的し之ごの

え敬仰のイ壬走 A生を!縁、)7. l 1 ク~，は正規イb~長ィキ

(j) S: f (τ 川 V ご 1

を置けは良しいえ j旦は Alc) t----からてあゐ。 ヲヲ来4キは 3P84 方経式、~手て

q
d
 

門

t



あゐ:とき令んて、l みの 7あゐ e 紡為 dはU)&.. }角t:.L、グ不安が。島 r

の制 xcc上の ι則関悲lt Lて特徴イオけられゐので、あゐ。

A
斗品

円

t

・



31 Pの半周期低ヒ新 L"1チー夕、ヤコーヒH の紘ぽ必与式、

t;l釣?は、八イゼ、ふ代、}レ 7ft干の作用の立場から最も基本的ほテーダ

11 (-lt) エ J( て ， V)l}'寵立しれか、その等偽~ l 1 a:-からグへの衿行炉、必要F

Tあ'} .，-:.. 8は半周期(て十 I) / Z r (周期が芳子&p.えと(て )J合同な£

を寒ん集令 kすゐ整問委えてあゐ e ご.."(‘、半周期はすていFのj角kす鰍夕

方校式、の中 l之F見れて")ゐごピ KJ主7之、 Lょう，それらのノ合同教は企毎で・ヲ

イ国ゐゐ h¥、、‘それわは了/雲、イ立数多の今楕 l司関数 Pの3きあ象/合でゐト 式

t:. 1往勺椅内関委ぇ Fかイ孟 f2主lて訴えるようなあの会イふて毛あみ c ~し て、

ライ闘の ( f -(f内)半周期佐) の不安は PL定益支局(カ¥追わがItI ~ ごれか、F
の紛文成方示室六三子台乞、白四月はものt: lてνlゐ;!¥台ていあゐ， ごご 7・は、イ交の

公式今/者pゐナよ t"t /号及r L マ、手 l司葬I~ 値今必統的 fよ番号ィオけどは異 fよゐム

生示、教を用、 Jゐさどいすゐ p すがわら j、k:: 0 、Itz対l"( 

2114:=F (JEJ K) 

t 1く o (もちろん j=k=Od:除タトきれて、}ゐ c 'Itィ列的 iては eOI，己11) 

ぶ。は夫マ LJLJLナよ包 kたきれゐ々予て、あろう q)ゑF-LKは寒£

もね~ t金牧/安之て."J;ゐから、その平方根 t¥'笠岡達夫 tl ê 史 3 ゐ~ z‘Jうみ。

ごめ手方板は、椅円関数("t"lふ )lz lてt周期力ロ淳子ヲ平行約動作用 l之舛

¥ 1. 1守宅のみを支えゐょうは関数ていあゐ.J.豆lえまえは¥ ご勺ょうバノ|主演

を持つ支!司教て-あ p て、丁f支払手んて..1佐今往左持ち、 ( jτ+ド)/2ヒ

岡々託子 l司期を学J悦 3きあ kすゐょうは右足世間数、か広来て lまえは、¥そ

れはご今子方根k系ゑえ教 lね¥j主わ俗、 Jめてあみ p こ勺許てはますご 9

}f，Jf. ， ~Uえっ τ 、基ヰ\の d を(キ登数示、殺の)ハイセ、シヘル 7 1手開業から

F-Gjl〈 勺平方械をす~、てイ下?て見ょう o

同

hu
門

t



基本のテータJ-L:l:字l一不安な関教であ 1 k 0 11は量殺示、殺のハイゼ‘ユ

代}し 74下関煮のノ等、 すなわち βl¥ 寸;めまが〈、すゐ?の (司換)針分解てあ

る。交換問イ糸式、から、半整数派、をえめハイゼ.、シへい}し 7作用素は字lの孔 ι11

号をゑ不見すれは可換てあゐごヒドキIJゐc すなわち、 20 、zb壬Zのとラ

fニふ Tc，ttY

乞置けは、、

~f ニズ (0.) f l Q と払)

七、氏，)支フ"~旦し\ス t :t 1J， の[~.1} ーイ直の拍穏であゐ。そごてメゲ j 、 k=

0) ¥ V~ -1守 L て

Vik. :ニ S委 Tf.JL 

乞室、 l て‘寿町い iテー?を三イ闘争入する ρ (品。=-d) 

そ Lマ、きらい百 Li牝粋tJ子行初動作用ではね¥.)けれども

正(v-+tlctb) -SbTlJ )(サ)

g(v-十αてt-bJ (Sb Ta f' ) tサ)

か瓜 1) 立つご tl~}主迄すれ \1" 、 l前

J JI< 
J川

円

h
U

円

t



か、可~、て)司矧力ロF干の手行衿句作用 l~ 対 L 1 1奇号のみ z支えゐ為 71:笠間数

であゐご~ /iJ、半Jやo t7. (----¥ ごごで、見イ?な勾は寒あヒ 4t調整する k季、

弟子の 3fU丈のスーレト主すゐご主である o すtiわら杯争点J27寄与 kすゐヲ

はdでは fよくV;I7.--Jうゐごピ 7・あゐ o そごで、 f=I .-jノ k= I - k tJど・

め弘号を)有")ゐ?ピ(えすれば f-乙/<. l.今k'/品!の平方 kは ( 1/ iて依

作 LrJ" I ) 来法定数 l拘¥」主わなりごとかい判ゐ e ご今定数三次めゐ，~ ~立

P(If) のA，あてのローラシノ長明のふ刀 yjt¥“ 1/ 1/1 (あゐごど t~ j孟えすれは‘

よ川~って Jj' k') JII L~ 定殺さ初け T 原んでヲテイラーノ長朗の和J1~ の

イ系教が| とすよゐょう lて調整すれ L士、よりの子あゐ s すなわち

f(的 -gkニ rJ.J'k' (サ)/Jj'k'(丘ド
13i¥ サ)/ v，; (0) J 

TYlJ¥ 1) 立フ o

;): l:: (sの持久IJJ'方経木、tzA ， て見ょう:

f''-ニヰ(F-ιI)， ( 1 -e，，)' (f~ -60) 

/今~、 ルirLも平方 t l 1.具ィ本的 t~ ゑわきれ1. "J ゐ。地主 2 て等久、

ι {μ1-1リ) t9jふωド川(川υ

( ψd仇山11パlべ(サω)/ Jl~ (ωω0ω)け)3
f(サ)== -2 

折、えんて今ローラ今!(閉ネ刀 F更の比較を材、うごピドよヲで毛布¥れゐ s ご

さで、 〆(サ)I J" [11)しま守問教 Fあゐのい対 Lて、 品。j VOI1 1s，o l"j 1再開数

てあゐご包~~ j主乏す h~上の等式、はルJ1~ か 1 のサユヲヘ、キ紙数の聞の来 fえ
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的関係式 k 見ゐごヒ ~'ß; 来ゐ;

V3 t" (v)ー J川 Jjk(ザ)/ ，J-;'I< ( 0) ) 

-2 (JII げ )/ J2I1' (0)γ)3 

戸町でん立の及閉はあサ)tl 尋問数fょのてローラシノ良閉め十 l之 1/サの或 ~1 fよ

-ゎ，‘、‘.
一i
目
F

-
L
V
 

|十 0'ぴ‘十一

円、
t
，j
l
 

ゐ
寸
d

、
、，a
，F'

『

l
o

b

/

 

b
F
)
 

djk (サ)ニ I 十一1 ‘，Jj~ (0) 1Jヨ4 十一

djlt(D)21YJ140) 

JLII (ぴ) 十一l JJ'{oj 1f十、
一。1:(0) 

6d  ' 1; l ()) 

ヒは'(ける内初魂|のへv 今級教の 1;欠の P度目手責lて対 lマ加法的 lミ根義

つ均¥ら、上勺等久、からt:.<↓て

djI (0j二五ilfl牛込;:12L+JJt(0)
θj~ (0) 1.90/(0) Joo (0) 1900(0) 

向、引き点ぎれゐ-~ z・者;方夜久、仙、風、力を花押すみ g すなわち1.9，:(D) I 

-J201 (0) I .Jiω (0) I ，1.9'0 (り すよ~.. t-;1 1 t之、、ての問教であるやい、 19Uo)I1Foin(cj/d;{C)?

no 
円
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JJ(o)fz k l立夫旬、それらのr.l~ っ、 J 1.めぬペ1J" o) 4-πi I{者lて ti， 7、1 今ヲ

マあゐ o すはわち、ょの等女はべらF12付手勾対委久微ノオ lて亙ラ換えた:千六

k阿佐でわゐ。妖 p マ

13，; (0) =-C !JOI (0) Joo[o) 1YID (0) 

犯し CL立(今度 Llノト当今)定数?あゐ c 乙を決めゐ l-zv:t Jooニ Jの紋

叡/表示 Lて注目すれしすト }0 ぬのテーデ今私数ゑふも、ハイセ/'~.， Iレ7作

用去を.i.llてJ手先¥れゐ o ごれらのゑ示(拓、 ILま守勾微付)てあ、りてザエ

o ~置けは、 テ一 ?建イ値直 J1:川川(ω川o川)t 'JOIパJ川{ωωoω) ¥ JooバJ川(ωωωω')、Vtoバ巾川(卯ωOり)Lは立 e1π
ti. T../If のへ‘ キ級菱数丈jゑミ

走示¥h加¥、‘い持、

一凡でで、あゐごヒ拘かヤ判ゐ。結局、 ヤコ「ヒいの微ゲII五等入、

J1; (て，0)二一九.J01 (て，0).J{)O (てI 0) -J，O (て10)

h¥、、吉正明月きれれので‘ある o

ごの写-A.の堂 ?11L1、 Jf!ま命の宇所々 マてうわt:"¥， I %~ ，tlj .~ ;突すゐ tごう

t-:.あゐ n 特11 えt-t'f(v)の半周期低 oA ~\、:自日月 n 来法定数を除、 j てテ- 1索

値のヰ来ヒー致すゐご k を示す際 L之本質問 V~， 閥、 J られゐ。 t h¥{ 、ごタ

季実のま正日月L"J、 ミごでA.明するのをよめて次許 L之裁ゐごヒ l，lょう c
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Lt. f (v-) のキ周期低勾先 kテー 7建イ手

可でい i主へ、、れよういテーク定数=テー?実佳の金宇佐は、 それらか持

7生文言命的性tk-Iてあゐ e ご勾性特今 -2角は、 J文飾 72正日月うれゐそれらのタノ

?民税ゑ示、のうち h.j見れて川ゐ k言フ 7よ¥， 1" ~布、 l 、ごのゑ示の敬論的

色、義:~l 、 それ包イみからで 11nく、テータ安値の対数伸文 IjJ' tテ--i安値の

与来ヒの関係 lミよ?て l1 L めてまそす~-きれゐのであゐ。 l fJ" l、ごの愛妻

は関係 ti、ft11')のキ同期低のゑ k 向危ゅ夫守 k 今関係~ il tて4h¥れゐe

、7--はまず前鈴で子告 lt~ 方の関係をな日目する:ヒから始め i う e

そのれめ J)k の泳教 j、kなどはが対7/./271.の丸である k乃えよう。ず

はわち之を法 kすゐ利点を取る操イ下 lてよ? "( 4-かれゐ 2/271から f0、1J 

(ιZ) の上へ勺!こ|写{象

72/2. Z ラ J・→ j E- {O‘ I } 

! .il 1て

JJK;ニ JJi~ 二ぷ* Tt i9 

t置く。 j乏いを数 m、れはど l-:.対 l1.、それらの Z/z7Lいあ、lIゐ類を i吋、

Lれ] tJ. t で表そう。
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最後今変形では JのT，-不女性を用、)t~ e 直径l、!な'?il S α+ n )/2 r 
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~:: t司氏、す右〆的伝式't砲tt併すゐので1 あみ。同 ρ 約束[正常抗、

ぢC)rJ. eXp (守冗=-:)cAJ-C 
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で， m 7~ tJ':"¥ 、 もわちん:二 I~ ~見れ b 手お手作 iますぷ τ 規約 l て税ヲて b 浮乎íiJ

i ~あゐも ρ ì: l-1う夫められ Tぃ1;) ~ t 宅点、似てはならない。(~こで、

cct 呉 C ので保健~ )1-1イリゐ q)零 f るに p~1n、 \ít ~ヒ

ρ: = Joとじ反 / [d-c-c 

の7ftたで、め右が¥ よ伽(j:JJ)1らの、{ご土 fて.1}Jリ、主半平面 iま企純 1，fρ て，、

Cノdの仰いまフて次づ τt>ゐ巴 4そって i=i ì:~，，-r幻質 fμIt¥よ LJ

jJ=川(与)♂/瓜

d... .:こ d十 Ci 

P の線対1~ Iまれァて¥I :布 13'h、J;:iJZ言ρ イj勧角ゐ h似らが、 lフヂヰ OO(て3うる

tいり tt1 ~ h' ら'(，， 1 のよわ I~ ~/CÍ/Jるがの l的燥でI IJ ~ 0 均 ρr~ め i L LJ" r:I. / 'irA 

の偏角 E 〆jÍ.，.)凡~ "{刊の附[~ピリ、 売れらの学うf宅宮リリ当似 lどよい rc"けぐ、

あゐ o gな、併め

をく川 CrJ )く冗 のYき

川 (ird.)=川 (d/-jA

ー凡 < 0 ト~ (ci.) ぐ ? のピさ

川 ('LoI.)== 川 C~) ナ 2

ピなる() ~こで、

ト川(d.)日付 CアO ノ dくO
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l: 述魚、 1 れ l~\‘協票 l ま

川 (p)=ト川 (尺 )-D i"~ (瓜)

π(イ十 5引 (C)ノ(1 -S'~ ハ('d)) 

4 

'c j 'rわられる o 9ながち

「冗 fイS'9-ft(Cノ-sgn (CI)一河川cc/.)J( 
e)( p ( ニ~)f ニ expI 斗 l

t f) ヨザイクル名~ ~ l~ 系ゐヒ、 3ω~. ~ d/-C の定義。、ふ、がわ人れの相

主制

sii 

n~\ ~f fJ~されて \1 ゐ.

、:てOK Cの-fsg ~j 白併の中 j こ ~f~ リ A の '1 -111 0. ノ b 1)':"生?dZ奥似てい広

いのを不児、協|三月、仰れるて11 あろう o rケわ布、写バ1のめ;立ゑイキも明石者 lご

して戸ザね l;r'何ら弘、¥¥ c C c{宇 oI C d三 omodι i正当?ぷ 4反発 1取る d

月れがら ao~-hc ~ 1 yなみ Jうぽ α/b の r~ (1- モイJt~止する r~ bうに

c，ol /1 豆iて案、 7なれわ

ani
・'

d

-

1
1
1
ノ

t
A
V
 

，
/
 

戸し

f
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6付 (tnt:J久hD 見̂ ~ rt r= otノ b /J":'、~ jt7 fJf] iて祭イキ o.b三oyJ7ot!. 2-を移行 L

ていみ n、どちりヒ j立、 t、L屯均りで1はないが¥物行弘、合仰を柄、タ j止、妻{;tfJ.-

いc 仇 b~ イ mod(:1 () tきは j 0/ bも夫々 日ナ eI Tt of て¥¥彦き検久似 let"よ

いがらで1ある白安 F焦

C 0.寸c)(b.td)ェaT十 (αd，-b c)千乏 bC十 co(εイ十イ s0 tnod.!2. 

tなh.o
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8. 力哨ウス A.Qの決文

前砂 "C'I~ eol戸oI cd三omod Q. J (cノd)::1 て11め右 5クむ:彰初タイ CノolJ ~ 

i~r し T 、 内Jウス手口

Sc，d = ~ μp[一瓦Jr f 
長 E~/Cl

h為九、 SC1dヒSrJノー c /f) fB~ t: h¥' J) 立ク撃的な附イ糸 t してヰ!1 EI~~ をふや.'

h の f(~ はが Æt5主的?なれわ及射的 111 ある :: 'c C!白&ij1cj.'学式、

s-CJ-d 二 SC/ '" 

ぽら ~n らグヤあゐ o 主の定義六、のねおろ J ~ ~' 1iJ' tJゐ負 l! ゐ fl~~J P2k'~ 
めを体主宅動 ItIX、、;r¥ 1ザら、 αゆく、 C'r ~ I~ 系 ~~-1l ~tt 1" I>右ピき、京を o'k

T、官庁 rえてもd--D めをイ..flま『長れらな II 0 イゼhこれ lt CAを ()2CA ，(" [JきF愛え

ゐ操作，'('¥毛あゐぽら、等式、

(8，1) Scノポd. ::: Scノd
、h
l
I
/

，，ー、JJF
L
 ，r a

 

r's

‘、
，，f
t
l

‘ー

かh1¥ソ立つ c

シAIこC /)-:.'長 I~ 系な国手 C1 ノ C2 ρ 示員 j こザ角子 9 るビき l こ〉だの/五氏、が1 &1:'ソ立

づ Cヒも 5法OFlしょタ:

(d¥l) S~íC瓦ノ e;( := Sc山 c1. ' . .5 C2， c
1
d.. 

イ~ L 、 C1C 2 [1三oÌì1 0[~2 ) ( C1 ノ Cι)~ (C，Ca)J，)乙 1
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a r'イ及'A1:: .tヲて α1 C1十 01C.2.=1 'rなゐ若手メ α{/似〆r与えすみ e またこ

ρけ‘予震免Icz t五 'l../c，lst ( 長=イ 1 1.) のよ八の権準仰を写体~: r 

り域m直系日

z / C4 1.. lD 'l ;'C2 Z 

ヒ伺Uで、あ右 2'( iご注造、し£与。 1長フ T、主し

丸三克川• C 2. ) 負三九 t'noot . C1 

で、あゐならはい写£

~Xf ['-Jli ~ IÁ~ J ::: exp {-RCた(0，い Q:.C.2. ):2 f:;ta. } 

二仰 {-XC 2走。，~ 1A 1~ J e i r { -冗 Ldt?aJU3 

〆瓜、リ並ヲ o Cれげらム0( :: ，SC1/ C:2.(}ZJ. ' $Cl・，CJo.~ d が導仰争

。ぐ(~. ~) I て占リ(2'， 2) 〆 ~~P~ されてい右ごど i ごなゐ e

公式i l~， 2) t~ J:リ、 を11"わス系目 $c
J 
CL ρ決定 It C fJ~' 来安去のバキ{"ある k さ

のがわ究 μ の米定の問題、 I~湯治された。しげし、習なる防止~ }r~、 PJ 1fe f' ~ 

布。 すはのめ三つの公式‘

(~i 3) S pe; d ::: P S f.e-2ノ d ( p ~奇計丈/ e Gぇ)

(~， IJ-) Iらそ 01 ::: 2 S 2. e-2ノ A ( e ζo ) 
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がかß.~ ~れゐ e

ピ¥¥わらの tt9月も払 '('1m L'、 j奇抜'("~r わがみ o r~ r~'い 2 パ1 キ i 二 t，; して íl -夕、

rけ納付な F片J'J"あって A 為ρ 氏め制Y長 ε芸 3 〆付 11て ¥1/J。ごとで1¥.t (色 3)

の仰奇 trf(J ~ 9ゐ;

担保~ '11 1:灼し (R (~) tまぬ仰，l.92/ tpP Zも来す毛のピし、 R('1)ρ 嘉式

イデ1γ ルを fol'、た 9'0 

T m ~ 'Jom fi. (1) = 'p 111 ~ / P 1l 2 (1 .壬仰三 1)

、こげら 1IJ: 1} t ~ l'、e'c C 、び i;R (e) 向車 ~ifr4 ~すゐ。すなわち

U '，: R (e) - . p 

( ~ I幻の左辺の n'、わえれ iet定議会 i二まリ R(e)工の;ftlで、あク f::〆、 p，><'々はこ

れを U主の示口ヒ Jζ の五D'c {:信げてみえる b

まγU主の系f}/'Jご o1"めるこピを品す s 同ρ 氏め σl~ -的 iこうゑ trnρ 室

岡惣 1::'n併すること lこう主送、 LJ::与.. J:> ~ct 嘉文イデ'1)レなのて'\挙~" 't )t.. 

t肌 {I'~ Jd}なんはすべ1て浮訟 fJO、らぜIある o rなわらぐのみえを m:::己-1 

のYき|こ通関してび主の示。宅安ド U1: '%まれる法 CTe-I -g同定員£のがい

'，;' ~f I.t J:タ'-のようなμが rパ、て Oがあるこヒ舟JF71されれ lt"目的 lま透

ゼられれこ kドな Ja0 

ぢ /) f lJ ~ 11¥ fl すゐ~ u.の Zみする客同数の元i lci 

U十 Sf e -1 (m 0 ct p e ) 5: D..I，.2; いノ p-i 

k ネ;d れゐ~ ~だ?そごのま員ょ ρ ;f n l~ ・
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exp トヌ L 手川 zω ト勺~ s }二 O

で1ある。(とこてい句史以三 om ocl. 2. I e主2 すなわち 2e-2主eが所 l'

ら例化。) ぐれイ".JJ ¥¥わえ jfrJtまじ戸主のれで1あるとヒド1点さ制作。

企ょの Ja奇tt賞fゐTこ1>1ご‘ Fが ae;氏ーナ許kEZ ρ 引ぎが~1 

OtJ &~の単身4' 7.1同~

丸山 → R (e) 

ρ偽tて.l砂るとヒ[こう主魚、 L.rタ o ....れ (ζ よゾ

S ?e) rJ. ニ z が F{ -μ ポ-;2パ
伝GRle-リ"

=FA〈edJ expい[許2k J := p $ f e~;Z ) 0( 

が1171 される a まずるけれメパー μ 詐2 ゑJL d: ゑ知od'fe-2 ~~よ?イ
シ夫?ていゐ ρ '(1'Pイ回の項毎|ごイdρJ奴 f/~，走Z ラピ色与こ Y でJ ある。

こρ務総モ反省'-'-{見ゐヒ、 'p IJ~\~ 系知の k き d (:イ品以{"める ρC¥

ε:=..2ρ ピきで1も

ぜxp { -冗~ d S2 P e-2 J := 1 

ド16'x.¥ソ主っ 2t f}"鍛イ1あク先ごピ lニ寄付〈ロ f:=2ρYきlι 必l三 otl主希倣

tなヲて ι主3 "("なけれ It"、 Cれ 1;t Ij来詑 2 れ~- ¥ I .. とのようなこ tな γ

が(~， 4) 人の争JP院のゆ jえて1めゐ，

公式、(~， 3)ノ (t，lf) l~ ょっで主力"のえ手D のう天声 tét 奇ゑ倣 10 t、や k急
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ば偽~~ J {~ 1~ "~ゐ Spノ 0< "，がよが奇跡 otlてI¥fずみ S4-
1 
d. 1 Sゎ dの決定

|二?争議された。

~友為 (f) =-つの伊イ 1 0 の ~IJ I ま~ I:J¥L 、彦 t~ 釘質 l て t ソ容易 i 二五じわられる!

S2/J =イ十りf' (-J\~oI) 

;: (ーけヰL 戸 eXf (ザ)

れ0{= 1 t exp (二号0)-texp(引 iol)t exp ( て~~cÁ ) 

ご 2 e)( p (てザ)

l有為令ま t めて (~('f) r 持続fれ If¥/ぷZ丸、

、11
J

K
J
 

A
V
O
 

J
'』
E
E
1

e cdιIJ 

Sz竺ot = (ーリ F J eメf (-~) 

が:'11手られる。 tろろん dIJ希裁がある G

1fゐSP/ 0(の米実!乙(~ )レういド¥)レ ~G ~ 

(引
。ぞか害 t なる。った、短長 7 るど、よればヰ仰O~ ，やがイ4 fFf'ご Z/pA

の系ぅ~~1 Ifp X の字bんぐlある旬、ないか iて維フて↑ ir~ {~イのイ合宅取ゐ

その('¥あ右 p

ji初!こ$P) -;2もう夫めようt' Jtの 1~ め l ミ iま品約の tB g~U ヒ(~，~) 1t約 1) tt 

l t'よ¥I 0 
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S p， -2 三口p(約Jl• 5:2ノ F

== (ー 1) 今L 布川 (~E アソ

.: (ーJ) ヰ L長fn z L (£孟iyzJ予

k の )t~ 泉 (z ~l 表、して \ 1~~i otを

d二 -2仏 (O，f)=イ

のれいきこみ e 実義 1::.rリ

S，t) ~2瓜 ーー z れ p{川グ?
ゎa/PZl

=fサ 2 乙 exp{幻li(A.乱?
長ζfF

p
XQ l Ja 

イ~ LfFpx.2 Cl J+:
p
X

の字各九壕会老来す。作ゐ日月らが lご

β

ヒ乙
M

S
M
m
 

?
ν
lノ乙ザdm 

nHν 

( (01 P) とイ!ごう土魚、~ ) ニフの等式J Iフ差宅作れ[志、、

九-20. -ん停)Up{2冗 ~a~ } 

去、いは
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(~ ) s p， -2Lk ニん(半)川 {1

ZAJ1;)P-XP [2RJιJ = 5 p/-2 

t結石7

(~， b) ぷP)-20. :::けれ(ザ乍

ピなコて、こ ρ場合のゲウス手口主う夫Rされ作。 r)= -').仏の btら児以

lt'ぐβ 附od Iゃ)三 (-2cJrnod.p )仰ocL ff r ~ 2. (，.l印、ら

(-2<2L) ~伊云L) :;!. 

(ふり/ S PJ d =(-r j 

Y来予見し r;:d ~ご供いぜもか以な\ I c い約 ψゐ第戸、第ュ ρキゆえ別セI}ll-I 

れlどもク k簡単なれいする;:'L毛てρ きゐ:

( ~ I b ) 11 S! I r}. = (手)iqn

ニヲの絢1先剣白特も巻く i 二 iま (f(， 6)/( てがいて~当な d を iぎが\左足宅が

わス点。の IFB 豆則包朗~ I て ~t 貸すれ iピ ε ぃ。詳細 l J" I ~\ヲ〉ヌよ、 ;，K'p tて回

す。

n
，u
 

t
i
 

4
E
A
 



9/ 平方引先 (f) 本~ ~ ~~ 

jよ抗、(~、 b) グ毛~~ fj月すゐ t: め j亡、まず約勇にの綱九れも導ごう~ (8'‘ bffe 

a :: 2 t重げLf'

ふ1 2.
:: (す)i 

(ザ)包
JP

イザお 1
刀、t力武，f!Jのネ13g ~j ~ (~、 J)) (~ょリ

$r.2. = exp (キ)!G$2ノ-1'

一(-i)中川ド17-i!J JP 

::: (ーり午 「何

ま1:

_ 
CE?):I.守..!.::L

L 
¥"T J 

::: (-1.)万 L

て‘、あつれがら、 Lρ 等A¥t の ~t ，~ ，::より‘奇柔むやい灼 Lて

(9り (す)ニト1)与

が、ふされれ 。〉文 l 二 (p‘ ~)I ~CI rJ:; -4 r ~げはい

S PJ -if 
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れ'(fi)併 1:'" -(丘辺を ~t ~ 1 /J t 

$ p/-'f ニ e)(p (ヂ)Jf~ #/ f 

= e~ p ( 1cEy-FlノJbzlitzh 

'{ <"主の等 1¥'i; rr;~ t似 lピ、第 z禍九則

午
、I

，J
，r't
、

1
1
1
ノ

ム
p

f
t
t
B
E
E
-

E
』ノ

A

，F
 

Q
I
 

が ~t)n されぞ d ~ q 2制イl' (? 1 &) Ijも移立された e

2 -c、 t Iよ p J:'ヰA季1if，の砂丘 Pリの弘明 -cdJ治川、 it " [ ~.6 /1 l :よヲで

等ポ

S P1 2 ~ 

1ながあ

乍吟-Z (FJ￥;1t(3j 

IJ~~~ られ右 D (仏 I~ P Ic表なる寄手伝'tr均()) ~ tt l ~ [，r L---( ~C ，去の JD 手 l .t

( ~ I :1 )} (~， 5 ) I (r， 6 ) fl 1正ピ， (てよフて

S札 -p ~ s ♀ノー p~ S o.J - 2. P 

5β(イjpzc-¥X P { jt去り(ず)i与凡

1なれち
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e" p (キ)う;jJP

:::. (-))伴 -4L Lよ告1-+ヰ(そ)

ピ針損されるョげか久和の拘重別 lごよ。て内Jも t~ 等しいゲら、平右系~~

の坊主れ

(判 =(-fj??1j(去)

n~、議炉れイ\ Iゐ。 (p~ 三~~.= 1 陶 o~ ‘ 3 なので1

(fl~-_I) (忠七IJ

( -1 )苦=イ

℃、あゐとで(;:迷走、.)

こうしてお々は k 工子 A長リ穿、ρ抄皇制力ご差牟のず r タ倒JJJ.d (τ/ω ぃ

ttT 9" みす~ fti fp~ 

γ¥  /仏 b) t::.. ~ I (97) I ~， I ~ .__ _ _1 .'1 c : i t c ~)岳 S L~ (~) 1ひb三crJ..三 o rno~ ， 2 r 

の作用まリ生 γるイゑ型国与の 3げイヴ jレゑイキげらぎり¥れゐの毛見た o ヲ

れ lt マ~ 1 r -1-'¥ (M u m f 0 ト~ )の卒、 了附仏J:e c t"lJ. r e S 0 h T古etrA 1 I {q r-3 

の中で1tfJ表され--(LI r~ おう広毛、白己うえの工夫毛加えて 1実主なか明!とイ土上

i 1"たモの .c、あゐ o イ月以均のような、二どを鉱1針 Tミザヒ与みと、ムtサt11 r -

qのような僻村間おが、♀ A剃余、の不自豆引の£与な、、多尚神称、毛た fcえ

てりる激論的亭 l貨毛ちんで、けるこヒ lご一程ρ繁ぎのよ与な徐季fJも安久た
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t らぐあ~ ¥)μIt守主の晩、わ11エ"~のケJ ラ r 勾手主体のキを iきして‘ f

~1 の 7 .- ~、、 l レ勿*~ペ牟乞取安審兵 7 〆ダ七の p~t皐|こづいてか妓した k き~"，

~t 1f (/)究J14ざ lご鰭ぃ rこ t11"あゐが、ー〉た元の場多 iまもっ E ず)，フ'c 5~ t I 

構危ゐご事約 l~ 内 11. l ていゐ~ 'cも初わてかフ f二のて"ある s 均三て‘、 1宅、， I抗

されゐ ρ のごヴロネ w ウー ρ治らな言葉

Ple 3CArl1.e!t Z o.~ûれれ-t Jer-ぶ仏2， ;J O~ 戸仰C伏ノ

α脇ð {J.flμ似~ is'1;. M .ensch，en wめみ

で、ある a よれは毛らろ九一段の1tイcp* 8 "(1' dらる〆、あらゆゐ付金、4生‘不

在，¥，宝を I 庁j与の域安イ学院 lこょって耳立リ p，i11 1 /，fr ~たヒき j324boic 入 fa.1 ρ 

魚、被t:予見似ゐ1>1よデ、4究ヴ 1)-トな(官付信縫 2似僚主タて孔久ゐ)対象で、

bちう o む1.:限定すみ kしれら 、 均 の よ う v毛のは(1tl p民的な毛 ρ も形、

t t (ど)整!)Ii'、 b ゐヒ男、ぅ。乙れはしげ~ ~'ゐ芝、 p本で、けわ ψ ろ事Jt街 m焚准

II えれ白 11$ ρ 、 k ちうよリ誌、 L ち~'[1の'';f:r IJ ~ )季五釣 F進乞して采 f~ ~ヲ

t~ t良弘右がらで、あ為。/ごヲ〉久の取れた諮 1';Jヂのヲ{)長 ρ 中(~竣が fて数

守的李唆が、白色も糸攻ずる Y 空、「ごま T-:.j撃をIの点張もイ香リゐ k主与 t
nぜ手当らし<. [切こえる(j)f'ある e 県偵の保安致、ぐtの断徒同僚?勿で1あるが、

i司久包め還坊の中 lてIj: f丈学¥'J.'I 旬、ソ τJ なくを也専力~， ~免れゐ燃のJ あるヒのお

も?夜、れ'Ij< ~ヒがあっ氏。先笠 ρz り寸J 衣才 l ご \t 必がもク力、な \.1 んがあ

フて主同じ、イ立純粋 iご為久て見工う t[~~ぅ ;τl1 討されているヒ β ぃ諸?舞

もがれき攻 Itし r=決策で、あゐ o 紬紘、手震のえ生ちにあら r=(tj 1 }げがらの

結論1z;11'パ、 τこの d、弱電終久る。
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jt渇ょのう主芝、;;の )h掃で1のSC
1 
ol t 広言シ 1~ -ド‘で， lまねIC ピ ~r されて

い方もので\"t;ゐ 3 信義兵、の多 F員 ρ 必ず渇阿倍付平和の終付イ'~ t'rJ."γるよし

ていわ C 毛久[;:意【)i:. (JJ て1\ ある。立~ '7方ード、の魚、図|主主〈判らないが、ー

づいほ付か dんを芝、減収ル?ている州、もかれない o 1!fl1tA' ~， l の制手J. ø ごつ
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